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1. 活動概要 

1.1 概要 

ビル等の建築物の中央監視制御設備はビル等の安全・安

心環境確立、省エネルギー達成の中枢としての重要なイン

フラシステムとなっている。ビルの大規模化、広域化およ

び監視制御対象の著しい増加と監視制御機能の多様化、

ICT 技術の応用等の高いニーズ等の動向により、監視制御

機能とサービス機能の充実と拡充、およびシステムのオー

プン化、マルチベンダー化、システム信頼性の向上および

グローバル対応等が一層求められている。また中央監視設

備はエネルギー管理システム（BEMS）、省エネツールとし

ての機能が重要となった。一方、ビル等の中央監視制御設

備は制御、計測・計量、コンピュータ応用、通信とネット

ワーク応用、信頼性、アプリケーションソフト、監視制御

対象の特性、システム構築、性能検証、保全等の各種の技

術集合の成果物である。これらの技術集合をビル等の中央

監視制御技術として工学的に展開できるか調査研究し、ひ

とつの工学的体系に方向付けし、さらに発展させて建築施

設監視制御工学を確立することを目指した。このことは建

築施設、ユーテリテイ設備の監視制御エンジニァリングに

工学的基盤を確立し、また監視制御エンジニァリング教育

に有効と考える。また 2011年 3月 11 日の東日本大震災を

起因として多くの原子力発電所の電力供給停止により、電

力の供給と需要の安定的バランスの確保が重要となり、ス

マートグリッドへの期待がさらに高まっている。スマート

グリッドとリンクするビル等の需要家のグリッド側との

需用電力の連携制御にこの建築施設監視制御工学が多い

に貢献すると考えられる。 

1.2 協同研究会活動 

このために建築施設監視制御技術の工学展開協同研究

委員会を設立して、これらの技術集合をビル等の中央監

視制御技術を工学的に調査研究し、ひとつの工学的体系

に方向付けすることが出来た。BASメーカ、サブコン、

設計事務所、都市開発会社、大学等の合計 10名の委員に

て構成し平成 22年 6月に発足し平成 24年 5月末までに

14 回の委員会、2 回の研究会、1 回の電気学会産業応用

部門シンポジウム参加、1回の産業応用フォーラム開催、

1回の見学会を実施した。 

その結果，建築施設監視制御技術の工学展開に関する

以下の事柄について調査研究を行い，整理することがで

きた。 

(1) 監視制御技術の工学展開ノアプローチ  

(2) 監視制御システムの構成技術 

(3) 監視制御情報のモデル化 

(4) 監視制御情報の相互運用性とサービス 

(5) インターネット・クラウド活用技術 

(6) BACS をとりまく信頼性確保技術 

(7) エネルギー管理技術 

(8) 構築条件と構築技術 

(9) 機能検証・保守サービス 

1.3 内外の趨勢 

米国 ANSI/ASHRAEにて建築設備のマルチベンダー環

境化の装置間における効率的な情報交換の為のオブジェ

ク ト 指 向 の デ ー タ 通 信 プ ロ ト コ ル に と し て

ANSI/ASHRAE 135-2010 BACnet として実用化されてい

る。また ISO においてビルの監視制御システム（BACS）

に関して下記の ISO 規格を公開した 

(1) ISO16484-1 プロジェクト仕様と構築（2010 年 12

月 ISO 化承認） 

(2) ISO16484-2 BACS のハードウエア（2004 年 8 月

ISO 化承認） 

(3) ISO16484-3 BACSの機能（2005年 1月 ISO化承認） 

(4) ISO16484-4 BACS の応用機能（16484-7 と併せて

ISO 化審議中） 

(5) ISO16484-5 BACS の デ ー タ 通 信 プ ロ ト コ ル

（BACnet を適用）（2004年 8月 ISO 化承認） 

(6) ISO16484-6 BACS のデータ通信適合試験（2005年

11月 ISO 化承認） 

(7) ISO16484-7 ビルのエネルギー効率向上への貢献

（ISO 化審議中、最終ステージ） 

(8) ISO/TC14908-1～4 LonTalk プロトコルスタック、

TP 通信、PL 通信、IP 通信（2008年 12月 ISO/IEC

化承認） 

1.4 成果と今後の活動 

ビル等の中央監視制御技術を工学的に調査研究し、ひ

とつの工学的体系に特化して調査研究した。このことは

今後の中央監視制御技術が対象建築施設に対して、工学

的に裏付けされた使い勝手がよく、経済性と有効性の高

く、将来性のあるシステムへの方向性が明確となり、今

後のわが国の建築施設、ユーテリテイ設備の監視制御エ

ンジニァリングにとって非常に意義があり、技術のさら

なる発展に多いに貢献すると考える。今後のわが国の建

築施設、ユーテリテイ設備の監視制御エンジニァリング

にとって非常に意義があり、技術のさらなる発展に多い

に貢献するであろう。 

この建築施設を対象とした監視制御システムは

ISO16484 の建築制御システムデザインシリーズのゼネラ

ルタイトルとして BACS（Building Automation and Control 

System）と定義・略称されている。この ISO16484 規格の

わが国への普及の促進と今後わが国に展開されるスマー

トグリッドと連携した需要家設備のBACS/BEMSへの貢献

が期待される。 
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